
子どもたちの未来の
森づくり事業

子どもたちの未来の
森づくり事業

緑の募金では、「ファミリーマート夢の掛け橋募金」並びに㈱ファミリーマートの募金寄付

により都道府県緑化推進委員会推薦事業として「子どもたちの未来の森づくり事業」を

実施しています。
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実績とりまとめ

事業概要

目的は、子どもたちに緑を愛する健全な心身を養い、社
会のために役立つ自主的な活動を行わせることで、自然物
への愛着が深まり、自然愛護の心情を養うこと、学校林の
再生に関わることで、生涯にわたり森林を大切にしようと
する心、限りある資源を持続可能な視点から活用しようと
する態度を育てることである。主な活動は、学校裏に隣接
する「学校林」で、樹木や植物、野鳥、虫の観察を行うこと、
森の学習会、伐採・剪定・間伐作業、薪づくり体験活動、巣
箱づくり、巣箱はずし、巣箱かけ、ネイチャーゲームなど
の自然体験活動である。

事業成果

児童が学校林で伐採した樹木から薪を作り、「野焼き」に
活用することで、エネルギーの循環や資源の有効利用につ
いて学ぶことができた。地域に住まわれる学校OBの方や地
域企業の方が、ボランティアやゲストティーチャーとして

自然や資源の活用に対する思いを子どもたちに伝えるなど、
学校林再生の教育活動に協力いただけた。

事業をよく知る関係者の声

・�学校林の整備とエネルギー循環教育をつなげて実践して
いることが素晴らしい。学校林を生かした教育活動につ
いて北海道の他の学校へ伝えていきたい。（教育関係者）
・�今後も学校林を通して自分たちで自然を生かし、守って
いくという思いを育ててほしい。（森林活動に携わる方）

参加者の声

・�学校林で伐採した木を薪として利用していることがエネ
ルギーの循環を学ぶ教育になっている。燃えている薪を
見て、学校林への愛情も育っていると思う。（保護者男性）
・�子どもたちが薪づくりを楽しみ、自主的に活動している
ところが素晴らしい。日常の活動として根付いてきてい
る。（保護者女性）

04 子 R-01 札幌市立駒岡小学校 緑の少年団

こまおかの森 げんきづくり事業
北海道札幌市

学校林での巣箱かけ薪を燃やす

薪割り薪になる学校林伐採
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実績とりまとめ

事業概要

写万部山登山口付近の北海道新幹線工事に伴うトンネル
掘削残土埋立地において、植栽、地域材を活用した木製遊
具や建造物等を通して、子どもたちの森林環境学習・木育
の拠点を整備。主な活動は以下のとおり。①町木クロマツ
やサクラ、ハーブ等花苗の植栽、②地域材を活用した木製
遊具や東屋の製作。

事業成果

写万部山登山口付近の北海道新幹線工事に伴うトンネル
掘削残土埋立地を植栽するとともに、地域材を活用した木
製遊具や東屋が完成し、子どもたちの森林環境学習・木育
の拠点として、さらには見晴らしの良いビュースポットで、
登山者だけではなく子どもから大人まで集まれる広場とし
て整備された。

事業をよく知る関係者の声

・�北海道新幹線工事に伴うトンネル残土埋立地の一部に、植
樹による緑化や木製遊具の設置等、子どもから大人まで
集える広場として意義のある土地の再活用は素晴らしい。
（北海道新幹線工事関係者）

参加者の声

・�何もない登山口でしたが、木育の基地として木製遊具や、
いろいろな活動ができる広場として整備されており、そ
こに植栽を行い、植えた苗に愛着が持てるよう、切った
板に文字や絵を描き手製の名札を製作するなど、子ども
たちが楽しんで活動しているところが良かった。これか
ら木育の基地としていろいろな活動を行って欲しい。（保
護者女性）

04 子 R-02 （特非）長万部町緑と樹を愛する会

写万部山麓緑化事業〜海とつながる木育基地
北海道長万部町

完成した木製遊具で遊ぶ子どもたち樹木の名前プレート製作

ハスカップ、ブルーベリーを植樹木製遊具製作開始
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実績とりまとめ

事業概要

目的は、胆振東部地震で崩落した斜面の森を復元するた
めに森づくり活動を行いながら、ふるさとの自然環境と防
災について学び続けていくこと。主な活動は、厚真町民に
よる、タネ採り〜タネ播き〜育苗〜植栽の一連の以下の森
づくり活動。①厚真町の林の樹木からタネを採る、②採取
したタネ（球果、果実など）から種子以外の部分を取り除き、
育苗箱やポットに植える、③生態学的混播混植法による植
栽、④森林と地域の歴史についての学習。

事業成果

前年度までとは別の場所での活動となり、崩落場所の森
林の回復を拡大できた。厚真町との連携により一般市民の
参加公募を行うことができ、より住民の関心を広められた。

多くの人に地域の樹木を育てる重要性や森が果たす役割を
理解してもらえた。

事業をよく知る関係者の声

・�親子での参加が多く、家庭での学習の機会につなげるこ
とができたのではないか。（厚真町）
・�育苗の状態として、成長している苗木を活用したい。今
後、菌根菌の効果も比較検討しながら、育苗体制を整え
て、町民全体を巻き込んだ森林再生を進めたい。（厚真町
担当者）

参加者の声

・�厚真町の復興のお手伝いができた。（一般参加者）
・�生態学的混播混植法の植栽による効果を聞き、地元（他の
町）の活動にも取り入れたい。（一般参加者／地域活動者）

04 子 R-03 （特非）北海道市民環境ネットワーク

「ふるさと復興の森づくり@厚真町」事業
北海道厚真町

植樹に参加したみなさん植樹

タネ播きタネ採り
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実績とりまとめ

事業概要

青い森が県名の由来である緑豊かな地域に生まれ育った
子どもたちと未来に向けた森を育て、森の大切さを伝えて
いく。主な活動は以下のとおり。①伐採後に再造林されて
いない森林の地拵え、②地元の木、青森県及びむつ市の指
定木「ヒバ」の植栽、③SDGsの森と海の豊かさを守る落葉
樹「ヤマザクラ」の植栽（県及び市との連携）、④子どもたち
による植樹体験（地元小学校及びクラブチームとの連携）、
⑤子どもたちへ森の大切さを伝えるための森林教室、下刈
り体験、木工体験、林業機械と丸太切り体験（森林組合及び
県立むつ技術専門校との連携）

事業成果

新型コロナウイルス感染症の拡大により一般の子どもた
ちの募集はできなかったものの感染対策を徹底しながら、
人数を限定し、２団体との植樹活動ができた。昨年度の活
動から新たに、下刈り体験及び木工体験を加え、子どもた

ちへ植えて・育てて・使う大切さを伝えることができた。

事業をよく知る関係者の声

・�下刈りという言葉をはじめて聞き、雨天により体験はで
きなかったものの、下刈り鎌を実際に子どもたちに見せ
ることができ、木を育てる大変さと大切さを伝えること
ができた。（参加クラブ担当者）
・�ノコギリ、チェーンソー、林業機械を使った丸太切り体
験は、林業の現場を実際に見る良い機会になった。サク
ラを植樹したことで、大人になったときにまた山に来た
いと思うきっかけづくりになった。（小学校教諭30代）

参加者の声

・�サクラの木を植えたので私が大人になったらきれいなサ
クラの木になってほしい。（小学生女）
・�木はたくさんの働きをしているのがわかったので、森林
を大切にしていきたい。水は無限ループして水道まで繋
がっているのですごいと思った。（小学生男子）

04 子 R-04 （特非）green design

こどもたちとつなぐ未来の森プロジェクト
青森県むつ市

ヒバ、ヤマザクラ、オオヤマザクラを植樹丸太切り体験

木工体験森林教室
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実績とりまとめ

事業概要

学校林を健全に維持・管理し、児童の体験活動や植林、下
刈り、枝打ち作業等の活動を今後もずっと続けられるよう
にする。主な活動は以下のとおり。①長年整備できなかっ
た林齢15〜32年のスギ林の除伐・間伐。②学校林へ移動す
る際に使用する林道で大雨によって崩れた箇所の補修。③
児童の森林や自然を愛護する心を育てる取り組みとしての
森林学習会。

事業成果

長年見送っていた除伐・間伐を行えたことで、学校林の
多くに陽の光が入るようになり、樹木の健全な成長が期待
される。ヒューム管の再設置など林道補修により、沢水が
スムーズに流れ、環境が維持され、学校林全体を管理する
上での支障が少なくなった。「学校林をず~っと守ろうプロ
ジェクト森林学習会」では、学校林や森林管理について、盛
岡広域森林組合西部事業所の所長が、イラストを交えて非

常に分かりやすくお話をしてくださり、参加した児童は更
に理解を深めることができた。

事業をよく知る関係者の声

・�今回の助成によって、今まで手を加えられず先送りして
いた補修や除伐・間伐が実現できて、とても良かった。森
林学習会当日は、児童の参加が少なくなったことはとて
も残念だったが、学校林が更に整備されたことによって、
体験活動などのフィールドワークが今まで以上に広がっ
ていくものと思う。

参加者の声

・�学校林は、学校・地域・町の貴重な財産。今回の助成に
よって、維持・管理を補ってもらったことは大変ありが
たい。森林学習会に参加して、子どもたちが学校林・森
林の役割や大切さを学び、今後も末永く守っていってく
れるだろうという期待がもてた。

04 子 R-05 御明神地区学校林管理会

学校林をず〜っと守ろうプロジェクト
岩手県雫石町

枝打ち作業後看板前にて森林学習に参加したみなさん

森林学習イラストで説明下刈り体験学習
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実績とりまとめ

事業概要

東日本大震災で失われた宮城県の広大な海岸防災林を継
続的に再生していくため、未来を担う子どもたちに参加し
てもらい、海岸防災林を自分のものという意識を持っても
らうことを目的とした。また、新型コロナ禍で思い切り自
然体験ができていない子どもたちに、海岸防災林や海岸の
開放空間でのびのびと活動してもらう機会を創出した。小
学生から高校生までの幅広い世代に、海岸防災林の植樹や
保育活動、海岸でのビーチコーミングとマイクロプラスチ
ックゴミ清掃活動、運河での釣り活動等を体験してもらい、
楽しい思い出作りと海岸防災林を自分たちで育てる意識を
芽生えさせた。

事業成果

新規の活動フィールド（七ヶ浜町表浜緑地）を得て、子ど
もたちの体験プログラムが一気に充実した。具体的には、地
域行政や地区の方々の協力により、全く木が植えられてい

ないフィールドを一から再生し、広い空間と安全な海岸を
生かした思い切り身体を動かすプログラムを実施できた。

事業をよく知る関係者の声

・�子どもたちが海岸防災林で活動する機会を作っていただ
き素晴らしい事業となった。（宮城県水産林政部森林整備
課保安林班）
・�町の活性化とより良い環境づくりに尽力していただいた。
（七ヶ浜町産業課、七ヶ浜町の町議会議員）

参加者の声

・�普段とはまた違った子どもたちの一生懸命な表情が見ら
れた。素晴らしい授業。（仙台市立六郷小学校教諭）
・�大勢の慣れたスタッフが指導してくれるので、安心して
参加できる。（親子参加、母親）
・�管理の悪い植樹地が多く、もう少し行政主体に海岸防災
林の管理体制を見直す必要がある。（地域ボランティア）

04 子 R-06 （特非）宮城県森林インストラクター協会

SDGsキッズ海岸防災未来の森づくり事業
宮城県仙台市、七ヶ浜町

七ヶ浜町表浜緑地イベントでの参加者親子で間伐・枝打ちイベント

植樹除草



148

実績とりまとめ

事業概要

目的は、長期間放置され荒廃していた県所有の「里山環境
学習林」を子どもたちが安心して集える森に整備すること
や遊歩道の充実を図ることである。主な活動は以下のとお
り。①森への主要進入路の狭いあぜ道を外部委託で幅広の
道路に改良した。②森を二分する川に、仮設の渡りや階段
を整備した。仮設は通常は取り外して保管する。③全体が
ツルで覆われたヤナギの繁茂する水田跡の除伐を会員が先
行して整備、仕上げを子どもたちと協働で実施した。④森
の遊歩道の刈払いと案内看板を設置した。⑤最後に水田跡
地に整備記念として、子どもたちとサクラ苗を植樹整備し
た。⑥森のめぐみとしての木工クラフトや丸太切りを子ど
もたちに提供した。

事業をよく知る関係者の声

・�水田跡が荒廃し気に病んでいたが、今回の活動で見違え
るようにきれいになった。子どもたちの歓声が聞こえる
ようになりうれしい。（旧水田所有者の関係者）

参加者の声

イベントに参加した親子からの感想は以下のとおり。
・�きれいな森でびっくりした。
・�森をもっと身近に利用したい。
・�川を渡るのは楽しかった。
・�もっと手入れをしたかった
・�植えたサクラが丈夫に育ってほしい。

04 子 R-07 みやぎ里山整備クラブ

「七ツ森里山環境学習林」子供たちの森づくり整備事業
宮城県大和町

参加したみなさん植樹

川に仮設の渡渉を整備除伐、ツル切り
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実績とりまとめ

事業概要

子どもたちが自慢できるふるさとの風景をつくるととも
に、東日本大震災の復興支援と地域振興を図る。主な活動
は、耕作放棄地に原発事故で全町避難した富岡町の夜ノ森
桜を増殖したサクラの苗木や森林総合研究所が開発した新
しい八重桜の品種「はるか」、広葉樹を植栽した。

事業成果

今年度は最終年度として位置付けて実施した。今後の下

刈り等の管理について、土地所有者を含めて協力して整備
していくことの理解が得れた。

事業をよく知る関係者の声

・�よく継続したとの声が多い。さらにこれからサクラの名
所になれば良い、などの声がある。

参加者の声

・�良く続いた。
・�自分で植えたサクラの花見がしたい、楽しみだ。

04 子 R-08 ふるさとの風景づくり実行委員会

ふるさとの風景づくり植樹祭
福島県矢祭町

参加したみなさん親子で植樹

植樹体験植栽して４年目のサクラ
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実績とりまとめ

事業概要

目的は、所有者の高齢化等から手入れ不足となっている
人工林の保全活動と地域の交流、子どもたちに学びの場の
提供をすることである。主な活動は以下のとおり。①スギ
の成長を阻害する侵入木の伐採と下刈り、ツル切り。②倒
木、形質不良木の伐採、間伐と材の利用（焚き火用の薪、木
工に利用）。③整備した森で子どもたちに森林環境学習と、
森仕事の体験の場を設ける。④自然環境講師による、市民
や子どもたちへの森林環境学習指導。

事業成果

首都圏各県から定期的に体験に足を運ぶ人が増えた。子
どもたちからの森の体験、学びへの評価が高く手紙をいた
だいた。

事業をよく知る関係者の声

・�継続した整備活動や、市民や子どもたちへの環境学習や
体験の場を設けることは大変な苦労があったと思う。森
林保全活動への参加意識の向上に繋がる意義のある活動
である。引き続き継続してほしい。（70代環境活動家）

参加者の声

・�森の植物のことを詳しく知ることができ、感謝している。
ノコギリを使った丸太切り、斧を使った薪割り、ライタ
ーを使わない火起こしを生まれて初めて体験できたこと
は一生の思い出になる。（中学生）
・�暗い森が明るくなり、安心して集い会える場ができ、他
の近隣の森も広げて継続してほしい。（40代女性）
・�とても感動したので今度は家族を誘って、家族全員で参
加したい。（中学生男子）

04 子 R-09 森の守り人

子ども達の未来の森づくり
茨城県笠間市

薪割り環境学習

皮むき間伐森林整備活動
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実績とりまとめ

事業概要

身近な里山にふれあうことにより、自然環境を維持する
ことへの重要性の認識を高めるため、市民へ自然環境（里
山）保全の啓発の機会となるよう、子どもたち参加の体験活
動を実施する。

事業成果

茨城県内において大発生している「ナラ枯れ」による害虫
被害（コナラ）が当里山にも大発生しており、子どもたちの
里山体験活動において被害樹木の調査と伐採対象木として
の目印表示活動を展開した。市民参加の観察会において、県
内において大発生している「ナラ枯れ」の実態の観察と原因
となる害虫についての参考書を増刷して配布した。この参
考書は市民に大好評であった。

事業をよく知る関係者の声

・�以前は「ごみ山」として、市民も里山にふれあうこともな
く無関心な山林であった。都市部からの産業廃棄物の不
法投棄場所になっており、県・市から度重なる注意・勧
告がされ監視カメラまで設置された。いまだに不法投棄
の根絶には至らないものの、里山保全整備活動（植林・子
どもの里山体験・観察会）等の事業展開により、市民の里
山への関心が高まってきたことにより、不法投棄が少な
くなってきた。

参加者の声

・�身近な里山にふれあうことにより、自然環境保全の認識
が高まった。
・�里山にふれあう機会として、散歩コースに活用したい。

04 子 R-10 （特非）こが里山を守る会

子ども参加の里山体験活動
茨城県古河市

スズメバチの捕獲器設置体験シイタケの植菌体験

里山の恵み体験（さつま芋掘り体験）里山の恵み体験（山栗拾い）
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実績とりまとめ

事業概要

目的は、地球環境の保全が叫ばれている今、キノコの研
究に生涯を捧げた故森喜作氏が起業した会社（森産業株式
会社）を学区内にもつ本校において、森の再生におけるキノ
コ（菌類）の果たす役割について、体験を通して実感させる
こと。主な活動は、校舎裏手の一角に「キノコの森」を整備
（遮光シートや駒打ちされたシイタケの原木の設置、野外観
察と収穫）し、５、６年生の理科の授業（植物の成長、生物
どうしの関わり）で利用（栽培キットによるシイタケの室内
観察、専門家による出張授業）。

事業成果

25℃以上の気温が続くと、菌糸の増殖が停止して、シイ
タケが育たない。地域の企業による具体的な協力が得られ
た。

事業をよく知る関係者の声

・�キノコ栽培の活性化のため、貴校PTAの取り組みに協力
できて大変うれしく思う。（森産業株式会社関東営業所）

参加者の声

・�思っていた以上にたくさんのシイタケが採れたといって
家に持って帰ってきた。遮光シートをかける手伝いをし
たが、環境が良いとこんなにもシイタケが育つのに驚い
た。原木シイタケも立派に育ってほしい。（６年保護者）
・�森の再生に必要な養分を、枯れた植物を分解して作れる
のはキノコ類だけだということが分かり、とても勉強に
なった。キノコのなかった頃の分解できなかった巨大シ
ダ植物が現代の石炭や石油の元になっていることも分か
った。キノコが分解してくれなければ、地球上、枯れた
植物だらけになってしまうところだった。（５年児童）

04 子 R-11 桐生市立北小学校PTA

「キノコの森」の整備と活用
群馬県西久方町

原木の設置日本きのこ研究所による講演

栽培キットでシイタケを収穫PTAによる日よけネットの設置
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実績とりまとめ

事業概要

小学生を対象にした森林環境教育を行う。子どもたちと
ともに里山の整備を行い、「伐る→使う→植える→育てる」
の実践を通して森林循環への理解を深め、自分たちの手で
森を豊かにできることを学ぶプログラムを提供。

事業成果

約３割の小学生が昨年より継続して参加した。各プログ
ラムの中で、林業や樹苗園、製材所の方々と親交を深める
ことができ、多様な樹種の樹が手に入るようになったり、異
なる樹種の樹々がより元気に育ち合う植え方を教えていた
だく新たな学びに繋がった。林業に携わる多くの方にプロ
グラムに携わっていただくことで、子どもたちにとって林
業が身近なものとなってきていることを実感する。

事業をよく知る関係者の声

・�小学校低学年から参加していた子どもたちが高学年とな

り、自然や生きもの、森の状況を自分ごととして捉え、低
学年の子どもたちを巻き込みながらリーダーシップを発
揮して活動してくれている。（30代サポートスタッフ）
・�活動の様子をブログやSNS等で配信することで、次回活
動への参加、子育て世代が環境保全に関心を持つきっか
けになったと思う。（30代プログラム企画スタッフ）
・�どこにどのような樹が植えてあるのか、簡単なマップを
作成できるとより良い。（40代サポートスタッフ）

参加者の声

・�元気な木を育てるためには、元気な土が必要なことが分
かった。（小３女子）
・�将来は森や自然に関係する仕事や生活がしたい。自分が
住む家を自分で木で建ててみたい。（小５男子）
・�手入れ不足の森があることや木には伐り時があること、循
環していくことの大切さを知った。（小学生保護者）
・�植樹した木の話が自宅でも何度も話題に出る。植物を大切
に思う気持ちが育っていてうれしい。（小学生保護者）

04 子 R-12 子育て支援ステーションニッセ

「森のがっこう」里山再生と木の活用事業
千葉県千葉市

植樹落ち葉コンポスト

落ち葉掻きツル切り



154

実績とりまとめ

事業概要

水源涵養や気温を緩和する等の森林の機能を親子に学ん
でもらう。主な活動は、森へ入りやすくするために倒木処
理等の整備をするとともに、倒木は土木工事や燃料として
利用した。

事業成果

地元の人々の散歩コースになった。特にコロナ禍で安全
に活動できる場所として活用されるようになった。生態調
査のデータが蓄積され、様々な研究者が集まるようになっ

た。

事業をよく知る関係者の声

・�袖ヶ浦市郷土博物館、生態系を意識した整備は珍しく、モ
デルになる。地元の人、周りが散歩コースとして使うよ
うになった。

参加者の声

・�気持ちのいい場所。暑い日でも、木陰は涼しい。水が森
林から出ている様子を初めて見た。

04 子 R-13 上総自然学校

森の中で、図太い人間になろう
千葉県袖ヶ浦市

田植えイベントで薪を使ってお風呂を沸かす薪づくり

倒木の処理横井戸へのルートを整備
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実績とりまとめ

事業概要

里山の魅力や機能を体験的に学ぶことを通じてその保全
を図るため、「キョロロの森」の整備と植林及び里山の保全
作業体験を実施する。主な活動は以下のとおり。①対象エ
リア内のブナ林の育成と下刈り・ツル切り、②雑種地とな
っている箇所のブナ等の植栽、③キョロロの森を活用する
ための散策路の整備（木道、階段工）、④木工クラフト（間
伐材を使ったカトラリーづくりなど）、⑤利用者のための案
内看板の設置。

事業成果

地域内の児童・生徒が全員参加して行われた広葉樹の間
伐材によるカトラリーづくりは、手軽な森林作業体験とし

て有意義な活動であった。以前、植樹されたブナの苗木の
管理が行き届いておらず、ツル等で生育が妨げられていた
状態を改善することができた。

事業をよく知る関係者の声

・�樹木が小さいうちは、ツル切りや下刈りを適切な時期に
行わないと作業効果が半減する。（森林関係者）

参加者の声

・�作業の後、参加者同士の簡単な交流会があれば楽しいし、
参加者も増えていくのではないか。（70代地元男性参加
者）
・�チェーンソーの講習会をやっていただきたい。（40代地元
女性参加者）

04 子 R-14 松之山自治振興会

みんなで育てるキョロロの森
新潟県十日町

木育体験に参加したみなさん木育体験スウェーデントーチづくり

キョロロの森で低木除伐作業体験間伐材活用カトラリーづくり
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実績とりまとめ

事業概要

第66回全国植樹祭は、2015年５月に石川県で開催され、式
典参加者による記念植樹が小松市の「憩いの森」で行われ
た。植樹された樹木は順調に成長しているが、継続した保
育が必要である。地域のシンボルとなる森に育て、学童の
「森の学び」のフイールドとして整備する。
また、輪島市金蔵地区には、美しい里山や奥能登の原風
景を留める棚田維持に不可欠な用水用溜池周辺の山林保全
活動が地域住民により行われているが、高齢化に伴い次第
に困難となっている。この地区は歴史的資源が残されてお
り、世界農業遺産「能登の里山里海」の一翼を担うべく地元
住民並びに小中学校と連携し、未来に引き継ぐ地域の象徴
的な森づくりを行う。主な活動は、以下のとおり。「憩いの
森」①植樹区域の下刈り、②植樹区域に隣接する法面の雑木
伐採により、ハイキングコースの景観改善。「金蔵の里山保
全」①金蔵山の休憩用東屋周辺の下刈り、②集落に隣接する
里山で学童による植樹体験区域の整備。

事業成果

金蔵の里山保全活動は、新型コロナウイルスの影響でや
むなく日帰りでの活動となった。地元住民及び能登地区の
会員の参加を得て、今後の活動実行のための確実な一歩を
踏み出すことができた。また、新規入会メンバーに対して
ベテラン会員が安全指導等を行うことで、安全な作業につ
なげることができた。

事業をよく知る関係者の声

・�憩いの森では、一昨年行った地域の学童による森林整備
の見学会が好評だったので、継続しての実施が希望され
た。（憩いの森管理事務所員）

参加者の声

・�金蔵について、地元住民の参加者が当会の活動を高く評
価し、会に加入することとなった。（地元住民）

04 子 R-15 石川フォレストサポーター会

子どもたちの未来の森づくり事業
石川県小松市、輪島市

子どもたちが里山とふれあい（金蔵地区）下刈り（金蔵地区）

玉切り（憩いの森）子どもたちと植樹（憩いの森）
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実績とりまとめ

事業概要

地域住民との協働のもとで地域の子どもたちの元気な育
ちを応援することを目的に、地域環境を活用した体験活動
を実施した。今回の事業は、これまで対象として活動が展
開できていなかった小学２年生以上の子どもたちを対象と
した。主な内容は、「里山の散策・探検」、「森林整備や遊歩
道整備」、「整備で出た材木を焚き木として活用した野外調
理」等。子どもたちからの聞き取りを行い活動を実施した。

事業成果

地域の小学生の活動ニーズの高さを感じた。また、幼児
を対象に実施してきた活動内容が小学生の子どもたちにと
っても満足度の高い内容で実施できることが分かった。
活動に複数回参加の子どもたちも10名強おり、今後活動
を支える「子どもスタッフ」の確保もできたと考えられる。

事業をよく知る関係者の声

・�保育園で見ていた子どもたちと活動を通して関わること
ができうれしい。小学校の先生方も積極的にご参加いた
だき、幼保小の連携の場となると良い。（保育士30代）
・�地域でこのような活動を展開されていて素晴らしい。小
学校の教諭は忙しいと思うが、地域貢献の一環としても、
また学校とは違った子どもたちの一面を見るという点で
も、こうした活動に積極的に参加すべきだと思う。声掛
けしてきたい。（小学校教諭50代）

参加者の声

・�家ではできないことが体験できて楽しかった。普段は森
に行かないので面白かった。（小学生）
・�知っている先生がいてくれてうれしかった。友達ができ
た。次が楽しみ。（小学生）
・�また遊びに行きたい。豚汁美味しかった。（小学生）
・�お友達ができ、山の中で遊べて楽しかった。（小学生）

04 子 R-16 楽育ひろばtomi

とうみ子どもがまんなかプロジェクト
長野県東御市

シイタケの駒打ち焚き木として活用した野外調理（豚汁）

遊歩道整備事前・事後はスタッフ会議実施
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実績とりまとめ

事業概要

目的は、所有林内に親子で入れる森林体験公園をつくる
こと。主な活動は、都市部の親子が山仕事を体験し、木に
触れ自然を知る機会を提供する。また、地元の小学生たち
が地域を知る活動の一環として、地域の森林や木とふれあ
うキッカケをつくる。

事業成果

難しいと考えていた保育園の４歳児のノコギリ体験、小
学生の三つ紐伐りなど手斧を使った作業は、大人の補助の
もと取り組むことができた。体験活動において、子どもに
は危険、体力的に難しいなど、大人の判断で単純に制限を
加えるのは慎むべきだと反省した。安全面に十分配慮した
上で、我々大人がやる作業をそのまま体験してもらうこと
こそ真の体験活動だと考えるようになった。

事業をよく知る関係者の声

・�地域の人が地域の自然や受け継いだ知恵を生かしながら、
次世代を担う子どもたちに楽しみながら森林体験の場を
提供しているところに感銘を受けた。市街地と中山間地
を繋ぐ活動として、もっと広く周知してこれからも活動
を継続して欲しい。（50代女性市議会議員）

参加者の声

・�保育園の周辺には子どもたちが本物の自然を体験できる
場所がないため、森に入り、木を倒し、枝を切る体験が
でき、子どもたちも大喜び。このような機会を設けても
らい感謝している。（30代女性保育士）
・�斧で木を倒した（三つ紐伐り）のが、大変だったがおもし
ろかった。（小３男子）
・�ノコギリをはじめて使った。自分で枝を切ることができ
て良かった。（保育園４歳児）

04 子 R-17 林業研究グループ 大岡森林塾

親子でできる〜森
も

林
り

づくりワークキャンプ
長野県長野市

森林体験に参加したみなさん三つ紐伐りでカラマツ伐倒に挑む小学生

小学生がロープで木登り体験保育園児がヒノキの伐倒体験
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実績とりまとめ

事業概要

地域住民に親しまれ、子どもたちにとって安全な森林空
間の創出を目指し、雑木などが生い茂った森から、広葉樹
による景観林に変える。主な活動は以下のとおり。①雑木
の伐採・ツルなどの撤去、②下刈り及び植樹場所の清掃、③
伐採木を利用してベンチ・テーブル・ステップ工の製作・
設置、④地域住民の見学会、⑤子どもたちといっしょに植
樹会の実施。

事業成果

中部国際空港株式会社等と大野町・野区区民とが共働し
てSDGsに向けた森林づくりで山を整備することにより、下
流域の水質の向上による魚等が育つ一環事業として、コナ
ラやクヌギを150本植樹した。地元の小学生や本緑の募金事
務局、NPO法人里山会等が参加した。今後の維持管理を含
めモニタリング調査を実施することが決まった。昨年度に

植樹したミツマタの群生や本年に植樹したカンツバキが咲
き誇る景色を今後とも見守って行きたい。

事業をよく知る関係者の声

・�森林整備にとどまらず、健康増進、森林環境教育、治水
の面からも素晴らしい取り組みであり今後も協力をして
いきたい。（県会議員、大野町長）
・�雑木伐採とスギ葉撤去をしたことにより、ギフチョウの
幼虫の餌となるカンアオイが自生してきている。ギフチ
ョウの飛翔も数羽確認できた。このような環境を今後も
維持していただきたい。（有識者）

参加者の声

・�素晴らしい場所が創出され、今後もこの景観が維持でき
るよう励んでいただきたい。
・�サルの出没も見られたため、対策を検討するなど、誰も
が安心して利用できる憩いの場の創出を実現してほしい。

04 子 R-18 大野町野区自治会

名勝「金尾滝」周辺の「森の学び」整備事業
岐阜県大野町

子どもたちや区民よる植樹会中部国際空港関係者と大野町のSDGsの森の植樹会

ステップを設置枝打ち



160

実績とりまとめ

事業概要

井之頭中学校の学校林である「希望の森」は地域で組織す
る育てる会が中心となって整備され、教科横断的な総合学
習の場として活用されてきた。近年「希望の森」でナラ枯れ
被害が顕著となったため、被害木の伐採と林外への搬出を
行い利用に当たっての安全確保を図った。また、この環境
整備を契機として、改めて「希望の森」の樹木の多様性を学
ぶための樹名板の設置と「ツリークライミング」体験を実施
した。

事業成果

外部委託で実施したナラ枯れ被害木の除去作業は無事終
了し、森の安全性が確保できた。伐採跡は開けた空間とな
り、樹木の再生や新しい植物の侵入が進めば、森林環境教
育の新たなテーマとして活用されることが期待される。樹
名板の設置については、講師の指導の下、生徒が事前に樹
木の調査を行い樹名板を設置し、自然環境や生態系の多様

性について体感し学ぶことができた。ツリークライミング
体験では、講師の指導により安全確保の方法やロープワー
クを学んだ上で自分一人の力でロープを登り、木とふれあ
う有効なアクティビティであることを痛感した。

事業をよく知る関係者の声

・�地元でも懸案であったナラ枯れの被害について、事業の
中で除去していただきありがたかった。安全に希望の森
に入ることができ希望の森の活用が一層進むようになる
と思う。（地元住民60代）

参加者の声

・�樹名板を貼ったり見たりして、樹木名の下に説明も書い
てあったのでどういう木か分かった。（中学校生徒）
・�まだ樹名板のない木は自分でも詳しく調べていきたい。
（中学校生徒）
・�ツリークライミングで木と一体になって良かった。（中学
校生徒）

04 子 R-19 （公社）静岡県林業会議所

「希望の森」環境整備で育む地域の絆事業
静岡県富士宮市

「希望の森」に看板を設置ツリークライミング

樹名板の設置安全柵設置の様子
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実績とりまとめ

事業概要

地域で唯一残された里山を整備し、50年ほど前のにぎわ
いを取り戻し、地域住民の憩いの場とする。整備の過程で
地域住民と子どもたちの積極的な参加を促し、子どもたち
が自然の大切さや自分たちが守るという意識向上を図って
いく。主な活動は以下のとおり。里山内の竹林整備、草刈
り整備、サクラ・クリほかの植樹、散歩道を整備しベンチ
などを設置した。

事業成果

以前の状況で「ふるさと探求ウオークラリー」と「桜を見
る会」が実施できた。春には多くの人がサクラ花見に訪れる
ようになった。近くの園児が定期的に来るようになった。

事業をよく知る関係者の声

・�散歩道が整備されてきて散歩に来るのが楽しくなる。
・�真夏の草刈は熱中症に十分注意しなければいけない。
・�大雨が多くなり崖崩れの心配がある。

参加者の声

・�地元の人に会えてうれしい。（参加者）
・�安心して園外実習ができることはうれしい。（保育士）
・�坂道は登るのに大変だが、階段状になって歩きやすくな
った。（利用者）
・�春のイベント「桜を見る会」が雨により会館で実施された
ため参加者が少なかった。

04 子 R-20 あさくら里山を守る会

あさくら里山の保全・活用事業
愛知県知多市

看板を設置植樹したサクラ

歩道の整備雨天のため室内で実施された「桜を見る会」
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実績とりまとめ

事業概要

昭和中期まであった六栗西山の薪採りの森を復活させ、
子どもたちに里山の魅力を伝え、地域の新旧住民が子ども
たちとの憩いの場にするために、放置竹林を除去し活動拠
点エリアを整備する。小中学校、大学等と連携活動を行う
とともに、里山に残されたヤマザクラを見る会も開催し、コ
ミュニケーションを図ることができた。

事業成果

新旧住民参加者が、至学館大学演習を受け入れ、学生と
の里山交流にて整備エリアの景色が改善された。豊坂小学
校総合学習の受け入れほか、野外活動受け入れの案内など
により、多くの保護者に活動への理解を得ることができた。
活動状況は、毎月六栗西山森の道だよりを発行し、六栗区
民全世帯に周知することができた。藤田医科大学医学部に

よる里山健康社会実験を行い、人間環境大学の協力にて六
栗西山森の道整備隊活動報告書の作成ができた。

事業をよく知る関係者の声

・�町議会の一般質問でも取り上げられ、地元企業からも評
価・賛同をいただいている。今後、いただいた評価を継
続するため、一般参加者が参加しやすいように、毎月第
二土曜日の午後から活動を行うことを周知し、新たに参
加される方々が増加するよう活動現場での安全確保に留
意したい。

参加者の声

・�治山のためには日頃の里山整備が必要であることを学ん
だ。（南部中学校１年男子）
・�里山健康において更にデータ蓄積をしたい。（大学４年男
子）

04 子 R-21 六栗西山森の道整備隊

六栗西山ふれあいの森整備事業 その２
愛知県幸田町

六栗西山森の道整備隊活動「山桜を見る会」大学生による里山健康調査

環境整備セミナーに中学生62名が参加保育園児へ里生セミナー
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実績とりまとめ

事業概要

平成８年度より、ボーイスカウト、ガールスカウト、み
どりの少年団が、相互の交流と親睦を図るために「どんぐり
交流会」を実施してきた。主な活動として、交流会ではどん
ぐりの苗木の植栽とシイタケの菌打ち体験など、山の整備
として以前植栽した箇所の除間伐を実施した。どんぐり山
を将来にわたり利活用できる山づくりを目指している。

事業成果

昨年に比べ参加者も増え、どんぐり交流会、どんぐり山
の整備を順調に実施することができた。コロナ禍の中であ

ったが、制限された活動の中で効率良く活動することがで
きた。

事業をよく知る関係者の声

・�除間伐を実施してきた結果、山が見違えるほど明るくな
り、整然とした感じが見られる。維持管理も大切だが、ま
ず除間伐の実施により、どんぐり山全体を整備したい。

参加者の声

・�一人での作業では限界がある。大勢の力を実感した。子
どもたちは、自分が植えたどんぐりの成長を楽しみにし
ている。

04 子 R-22 （一社）日本ボーイスカウト愛知連盟

どんぐり交流会の山づくり その３
愛知県新城市

薪割りどんぐり山の整備

シイタケの菌打ち体験どんぐり苗木の植栽



164

実績とりまとめ

事業概要

廃校の枯れかけたシンボルツリーの再生活動を通し、樹
木の生命力の素晴らしさに触れ健全な森林の育成を支える
次世代の育成を行う。また、樹木とこの施設に愛着を持っ
てもらう。主な活動は以下のとおり。①アーボリスト（認定
樹護士）による枯死木や枯れ枝の剪定及び伐採。②樹木医を
招いた勉強会及び樹勢回復作業を実施。③シンボルツリー
の樹勢回復作業完成お披露目、記念植樹、シンボルツリー
のケヤキの葉っぱを活用した焼き芋。旧大杉小学校の設立
100周年を記念した特別展も併せて行った。

事業成果

新聞社４社とテレビ局１社に取材及び広報で取り上げら
れたことにより、多くの方に地域と樹木に関心を持っても
らえた。報道を見た方から、あの木がそんな状態になって
いたとは知らなかった等の驚き声も届いた。実際にこの活
動に関わってくださった方々も樹木に対して高い関心を持

ってもらえたように感じる。また、樹木医やアーボリスト
といった専門家との繋がりができた。

事業をよく知る関係者の声

・�枯れ枝剪定及び枯死木伐採、樹勢回復作業を実施したこ
とによる樹勢回復を期待している。シンボルツリーとし
て地域に認識されている樹木であるため、参加者の反応
があったことも良い反応だったと思う。公共施設内のた
め、敷地内にある樹木の状況次第で、事故やトラブルを
未然に防止する点から、樹勢回復が見込めない樹木は、事
前伐採等の検討も必要だと思う。

参加者の声

・�最近は枯れ枝が目立っていたので元気になってほしい。
（80代男性）
・�今回植樹した木は子どもたちと同じぐらいの背丈だった
ので、来年はどうなっているのか楽しみ。（親子）

04 子 R-23 （特非）大杉谷自然学校

廃校のシンボルツリー再生と校庭緑化活動
三重県大台町

シンボルツリーと参加者のみなさん落ち葉で焼き芋

記念植樹シンボルツリーの枯れ枝の剪定
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実績とりまとめ

事業概要

生き物とふれあうことは自然を大切にし、心を豊かにす
ることに繋がる。大津市比叡平地域の通称「青い鳥の谷」エ
リアは比叡山と琵琶湖に近く、周囲が森林に囲まれており、
60種を超える野鳥が飛来し、貴重な爬虫類や昆虫が多く生
息し自然豊かな里山を形成している。子どもたちの自由な
遊びの場として、また、自然の大切さや生き物の生態を理
解してもらうため、比叡平南麓各所に生き物観察拠点を整
備する。

事業成果

「青い鳥の谷子ども広場」とその周辺に生き物観察拠点づ
くりの整備を行った。具体的には、①ビオトープの改修、増
設。②日本ミツバチ生態観察養蜂箱の設置。③フジバカマ
庭園の維持管理、増設。④野鳥の餌場と水場の増設。⑤沢
登りルート・散策道の整備。⑥防獣ネットや散策路の崩壊
箇所の復旧。⑦里山会員と子どもたちが観察・撮影した野

鳥や昆虫を「比叡平の野鳥」、「比叡平の昆虫」として小冊子
にまとめ、地域の小中学生に配布。⑧伐採木を利用し、本
箱、テーブルなどを製作後、図書館に寄贈。

事業をよく知る関係者の声

・�獣害で里山も危機にあるが、青い鳥の谷は周囲を柵で囲
っているため、生物多様性の保持のための貴重なフィー
ルドになっており、人工池も両生類にも貴重な産卵場所
を提供している。里山倶楽部の活動により、青い鳥の谷は
地域のオアシスとして認知され、多くの人に利用、小中
学生の環境教育の場としても活用されている。若い人に
いかに活動が引き継がれていくかが課題。（元大学教授）

参加者の声

・�自然の現象と授業での取り組みが繋がってより良い学習
が身に付いた。
・�森の中にゴミが落ちていて驚いた。日頃から森を大切に
する心を養っていかなければならない。（70歳代男性）

04 子 R-24 山中比叡平里山倶楽部

比叡平生き物観察拠点整備事業
滋賀県大津市

植樹小学校４年生里山体験

ビオトープ周辺整備薪割り体験
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実績とりまとめ

事業概要

「森の教室」に参加した園児達が育てた苗木を自分たちで
植え付け、成長を見守ることで森林への関心の醸成を図り、
森のともだちを増やしていく。主な活動は、森のともだち
応援し隊の植樹指導の下、「森の教室」に参加した県内の２
保育園の49人が、自分たちがドングリから育てたコナラの
苗木を森林公園に植樹した。

事業成果

事業初年度に植樹したコナラの樹高が２mを超え、ドン
グリの森ができつつあることを実感した。

事業をよく知る関係者の声

・�私たちを取り巻く環境は急速に変化してきている。この
環境の変化を抑えるためにも環境保全意識の高揚を発信
できる事業として、また、「未来を植え育てる事業」とし
て今後もこの活動の輪を広げていただきたい。（森林公園
指定管理責任者）

参加者の声

・�「森の教室」でまいたドングリが芽を出し、苗木になるとい
う一連の流れを子どもたちは知ることができた。育てた
苗木を山に植えるという貴重な体験もできた。今日植え
た苗木が、高校生になる頃には大きな木になりドングリ
が実ると話すと、子どもたちは驚いていた。（保育園園長）

04 子 R-25 森のともだち応援し隊

みんなでつくるドングリの森
鳥取県鳥取市

植栽木を獣害から守る侵入防止柵を設置参加した子どもたち

コナラを植樹苗木贈呈式
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実績とりまとめ

事業概要

森林や樹木に触れることにより、楽しみや癒しを感じ愛
着を持つ人を増やすために、柿木の森を地域の子どもと大
人がともに体験し整備する。主な活動は以下のとおり。①
植樹活動。②子どもたちが森に触れるエリアの危険木等を
除去。③森林、野鳥、地元の生物の専門家を講師に招き学
びの場を提供する研修を実施。

事業成果

活動に参加した方々には、森や樹木、森林が作り出す環
境に愛着を持ち、癒しや興味を感じてもらえた。一連の活
動を通して講師をはじめ、地域の森に関わる方々との繋が
りを深めることができた。

事業をよく知る関係者の声

・�児童や生徒はどの活動もいきいきと活動していた。私た
ちも学ぶことが多く今後も活動を継続させていきたい。
地域の行事情報を共有できるようにしたい。（公民館主
事）
・�子どもの活動が多かった。大人が気軽に参加できる活動
も今後楽しみにしている。（自治組織役員）

参加者の声

・�小刀を使うのが面白かった。また小刀を使っていろいろ
なことをしてみたい。また来てください。（小学２年生）
・�植林活動は初めてだった。大きくなるのが楽しみ。また
見に行きたい。（小学５年生）
・�森でハンモックすることは想像以上に癒しになった。再
度体験したい。（50代女性）

04 子 R-26 （特非）コアラッチ

柿木地域にみんなの集う森を作ろう！
島根県吉賀町

ハンモックで森林セラピー森と川の繋がりを学ぶ講座

植樹活動そうめん流しのタケを搬出
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実績とりまとめ

事業概要

「伊部つながりの森」は岡山市の㈱ティシーシーが森林所
有者である伊部区有林管理会と協定を締結し、同社が社会
貢献活動として森づくりを行うため設定した。この場所を
活動の基地として平成25年に片上、伊部自治会及び㈱ティ
シーシーよる実行委員会を設立し森林作業だけでなく、森
林を活用した体験学習に取り組み本年で10年目である。備
前市内４小学校５年生児童がともに森林体験（マツの植栽、
シイタケ菌の植菌）、森の役目について学び交流を通じて親
睦を高めた。伊部小学校５年生より森の出前授業の要請が
あり授業を行った。また、伊部つながりの森ではおかやま
森づくり県民基金イベントを開催した。また、地区行事の
利用もあった。

事業成果

備前市が当会の成果を評価し、つながりの森内の歩行困
難な約60mをコンクリート舗装できた。

事業をよく知る関係者の声

・�つながりの森での植栽行事は10年継続されて小学校行事
として定着したが植栽場所の確保が課題である。あと３
年分の用地は確保されているが、例えば周辺の民有地の
借上げも必要ではないか。資金についても市に働きかけ
てみても良いのではないか。

参加者の声

・�山での作業は校内で得られない体験で感謝している。

04 子 R-27 片上・伊部つながりの森実行委員会

みんなで育てよう伊部つながりの森の整備事業
岡山県備前市

おかやま森づくり県民基金事業の参加者出前事業

シイタケ植菌アカマツ（桃太郎松）を植樹
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実績とりまとめ

事業概要

目的は、次代を担う子どもたちに里山や森林の魅力を伝
え環境保全意識を醸成することである。主な活動は、①里
山を子どもが活用できるフィールドとして主にツリークラ
イミングができる環境を整備すること。今年は、ナラ枯れ
被害の木を伐倒した。②整備した里山で子どもの自然体験
活動を４回実施すること。

事業成果

年４回実施した子どもの体験活動に延べ50名近い参加者
を新たに迎えることができた。その参加者が他の里山保全
活動や里山を活用したイベントなどにリピートして参加す
るケースが多く見られ、里山のファンを増やすことができ
た。

事業をよく知る関係者の声

・�今回の整備対象となったフィールド周辺においては、松
枯れに加え、ナラ枯れが急速に進行している。この傾向
は今後もしばらく継続すると考えられるため、整備の視
点を特定樹種の利活用ではなく、里山全体の生物多様性
の担保とそれを広く周知するための環境教育活動にシフ
トすることが望ましいのではないか。（現地周辺の生態系
に詳しい自然観察指導員の声）

参加者の声

・�今回初めて里山クラブに参加した。毎回子どもが楽しみ
にしていて、特に午前中は自然についてのテーマ学習が
あり、午後は子どもたちが発案する里山遊びの時間もあ
り、自ら発案して行動することがとても楽しかったよう
です。（小学校４年生男子保護者）

04 子 R-28 （特非）ひろしま自然学校

里山の遊び場のフィールド整備
広島県北広島町

火起こし体験野鳥観察

植物の植替え虫探し
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実績とりまとめ

事業概要

里山保全や将来を担う子どもたちへ環境教育体験ができ
る場の確保及び持続可能な資源循環型エネルギー供給によ
る自給自足ができる森作りを行う。主な活動は、里山保全
や自然環境整備に興味のある親子や大人へ広く参加募集を
行い、里山の保全・整備、地域住民が憩える空間（森の秘密
基地）の環境整備、作業道整備、支障木などの伐木・間伐・
製材、資源の有効活用として伐り出した材でツリーテラス
づくりを行う。

事業成果

未整備地の新たな整備による「憩える空間」や伐木・間伐

で出た材を製材し、ツリーテラスのデッキへ使用すること
で資源を有効に活用ができた。また、一般に募集を行い活
動の広報に繋がったが、コロナ禍でもあり急遽参加できな
くなるなど活動人数は思い通りとはいかなかった。

事業をよく知る関係者の声

・�実際に何をされているのか、もう少し広報されてはどう
でしょうか。（女性60代）

参加者の声

・�天候が悪かったが、森の中で木に囲まれ癒された。ぜひ
次も利用したい。（40代主婦、小学校３・６年女子）

04 子 R-29 （特非）森のバイオマス研究会

みんなでつくる森の秘密基地
広島県庄原市

完成したデッキデッキの組み立て

間伐材を製材しデッキに使用間伐の実施
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実績とりまとめ

事業概要

目的は、親子を対象とし親が思い切り楽しむ姿を子ども
たちに見せ、家族で体験することで今後家庭でも実践しや
すくすること。また、小屋づくりをプログラムに入れ、家
族だけではできない大きなものをいろいろな人と一緒に協
力して作るという貴重な経験をすること。さらに、自然の
中で遊び慣れていない子や障がいのある子が今後これらを
活用することで活動しやすくすること。主な活動内容は、鶏
捌き、小屋（トラス）づくり、登山。

事業成果

自然体験教室を親子対象にしたことで多くのメリットが
あった。例えば、低年齢の子の参加がいつもより多く、参
加者同士の中でも子どもと大人の交流が増えたり、大人の
いろいろなやり方を見ることで子どもたちの上達が早かっ
たり、参加後に家庭でも家族みんなで実践するなど、多く
のうれしい声をいただいた。

事業をよく知る関係者の声

・�ナイフや火など危険なものは先に大人がお手本を見せる
べきと考えていた。しかし、子どもは「まずは自分でやっ
てみる」と決めたことに対しては、自分で考え諦めずに取
り組み、できないと悔しがり、できるとこの上なく喜ぶ
姿を目の当たりにし、今後も多くの子どもたちがここで
かけがえのない経験をしてほしいと感じた。（講師70代男
性）

参加者の声

・�親が夢中になった。子どもは親が活動する様子を見るの
が新鮮だったようだ。（保護者）
・�休みの日の家族での活動にアウトドア要素が加わるよう
になった。（保護者）
・�子どもが他の大人との接し方を学べた。（保護者）
・�トラスづくりでは、木工や絵を描く工程が面白く、完成
したトラスの美しさに感動した。（保護者）

04 子 R-30 （一社）sol

みんなで遊ぶ森作り
熊本県高森町

自然体験教室登山に参加したみなさんトラスの中

トラスの組み立て木材を切る
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実績とりまとめ

事業概要

九州豪雨水害からの復興に向け、参加者が地域環境の保
全に関心を持ち、理解を深め、そして、地域の環境問題を
認識し、地域復興に向けた取り組みを学ぶことを目的とす
る。主な活動は、炭作りと植樹。

事業成果

炭作りでは、子どもたちが木から炭への変化過程を体験
することで、自然とエネルギーの関係を学ぶことができた。
植樹祭では、自分たちの手で植樹を行い、森林の大切さを
実感することができ、子どもたちに環境保全に対する意識
を高めることができた。水害によって荒廃した山林など、目
に映る風景も一変した。住民自らの手で植樹したサクラの
木がこれから花を咲かせていくことはこの地域にとって時
間をかけた心の復興に繋がっていくものと考える。

事業をよく知る関係者の声

・�炭作りや植樹を行うことで、環境に対する考え方も変わ
ったと感想が寄せられた。以前は生業として行われてい
た炭焼きが、環境学習として、小学生や高校生たちへ生
きた教材として提供されることは、この地域だからこそ
の価値ある取り組みである。災害により荒れた山林に、住
民が希望の光として植樹したサクラの木が今後10年20年
先に花をつけた時、地域にとって大きな希望の光になる
のではないか。（大学教授）

参加者の声

・�活動に参加し、前を向き自然と向き合いどう関わってい
くのかを考える機会になった。炭焼き体験では、いろい
ろなものが炭になるか実験を行ったが、子どもたちは目
を輝かせながら取り組んでおり良かった。今後もこのよ
うな機会を地域の方々とともに子どもたちのために作っ
ていきたい。（小学校教諭）

04 子 R-31 （特非）みさと

炭作りを通した循環型環境学習
熊本県芦北町

ソメイヨシノを植樹炭窯に木を入れる

炭焼きの実験で様々なものを缶箱に入れる里山の役割について学ぶ
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実績とりまとめ

事業概要

目的は、子どもたちが神社の杜づくり体験を通じ、将来
の地球環境を守り、最善策を講じることができる人材とな
ること。主な活動は以下のとおり。①絵本「どうぞのいす」
の読み聞かせ。②絵本に登場する椅子をSGEC認証材で製
作。③植樹体験。
これらのコンテンツを通じて子どもたちに自然環境に共
存する人類、その他の生き物に対する思いやりの気持ちを
理解してもらい、実際の植樹体験から現在起きている環境
問題（森林減少、温暖化、自然災害増加）を保護者と一緒に
考えるきっかけづくりをする。併せて、地域住民及び出身
者の参加を促し、地域の活性化へ役立てる。

事業成果

植樹は小学校及び林業大学研修生の課外授業で実施し、
未来を担う二世代と町民とが共同作業を行うことで、日本
屈指の森林地帯である美郷町での参加者の森林づくりへの

意識付けができた。急勾配地であったが、地域森林組合の
施業により安全に植樹イベントを開催できた。また、本事
業はデジタル記事（新聞を含む）28社、地域誌２社、地方テ
レビ局２社、当団体SNS１万人のリーチがあり、広く活動
を告知することができた。

事業をよく知る関係者の声

・�子どもたちにとって、森林保全が多くの町民や事業体が
行う重要な事業であることを伝えることができた。また、
今後子どもたちにとって自分たちで何ができるかの問題
提起をすることができた大変有意義なイベントであった。
（学園教師）

参加者の声

・�森林の大切さ、木を育てることの大切さが分かった。（小
学生男子）
・�町が一体となって行う森林プロジェクトであり、いろい
ろな地域でこのような活動が増えると良い。（40代女性）

04 子 R-32 （特非）西林

鬼神野神社の杜づくり植樹体験イベント
宮崎県美郷町

工作絵本の読み聞かせ

植樹体験に参加したみなさん計11種類の樹木を植樹
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実績とりまとめ

事業概要

子どもたちに森林に親しんでもらい森林・林業への理解
を深めてもらう。主な活動は以下のとおり。①県産のスギ
材を利用して、林内に「丸太のぼり」、「三角ハウス」の遊具
を製作した。②長期間放置された林分を地拵えして、子ど
もたちが親しめる花木類を植栽した。③子どもたちに実践
活動として植栽に参加いただくとともに、これまでに整備
した丸太遊具等で遊ぶ活動及び木工教室を行った。④これ
までに植栽した林分の下刈り等の保育活動を行った。

事業成果

子どもたちに森林に親しんでもらうため、ヤマザクラな
ど花木類150本の植栽と保育作業及び木製遊具整備を行う

とともに、子どもをはじめとする家族が森林に親しむ活動
を行った。

事業をよく知る関係者の声

・�当法人が馬事公苑子どもの森の整備を進めてきたことに
呼応して、南九州市当局でも子どもの森に隣接する森林
に森林を利用したアドベンチャー施設を整備することと
なった。当該施設が完成すると、今後、子どもの森との
シナジー効果が期待される。（南九州市都市計画課）

参加者の声

・�家族連れで参加。親世代においても森林とふれあう機会
はなく、新鮮な体験であった。（保護者）

04 子 R-33 （特非）森と木の研究所

馬事公苑子どもの森づくり活動
鹿児島県南九州市

下刈り木工教室で椅子作り

植樹過去事業で製作した丸太遊具遊び




